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2027年度 原虫病制圧に向けた国際的共同研究拠点 

共同研究、研究集会及び施設利用・技術移転研修 公募要項 

 

帯広畜産大学原虫病研究センター 

 

募集事項 

帯広畜産大学原虫病研究センターは、獣医・畜産学系大学で唯一、原虫病及びそのベクタ

ーを対象とする研究拠点として、原虫病の診断、治療及び予防に関する総合的な研究に取り

組んでいます。また、本センターは、文部科学省の共同利用・共同研究拠点「原虫病制圧に向

けた国際的共同研究拠点」として、国内外の研究者との共同研究及び研究交流を推進してい

ます。 

このたび、国内外の原虫病制圧に向けた研究及び関連領域の研究に取り組む研究者を広く

受け入れ、研究交流及び共同研究のさらなる発展を図るため、2027年度の共同研究、研究集

会、施設利用及び技術移転研修を公募します。 

 

1. 共同研究  

以下の研究部門及び研究内容等を参考に、「A.一般共同研究」又は「B. WOAH関連共同研究」

のいずれかの申請区分を選んで、申請者（研究代表者）が研究課題を設定し、本センター担

当教員と協力して実施する共同研究を募集します。 

 

研究部門及び研究内容 
 
創薬研究部門 

 研究内容 担当教員 

先
端
治
療
学
分
野 

免疫、脳神経系、妊娠、下痢症をキーワードに、トキソプ

ラズマ・ネオスポラ・マラリア原虫・クリプトスポリジウム

などの原虫感染における寄生体—宿主相互作用及び病態発症メ

カニズムを理解し、難治性原虫感染症を克服できる制御方法

の開発を進めている。 

西川 義文 

TEL：0155-49-5886 

nisikawa@obihiro.ac.jp 

トキソプラズマ、クリプトスポリジウム等の病原性原虫を

対象として、宿主―原虫相互作用の解明と新規診断・治療・

予防法の開発に取り組んでいる。分子遺伝学的手法を用いた

原虫遺伝子の機能解析、病原性・宿主免疫応答の解析、抗

原・抗体を用いた血清診断法の開発、ならびに抗原虫薬候補

化合物の探索・治療薬の開発を目指している。 

窪田 理恵 
TEL：0155-49-5937 
kubot1121@obihiro.ac.jp 
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診断治療研究部門 

 研究内容 担当教員 

高
度
診
断
学
分
野 

牛や馬のピロプラズマ（タイレリア及びバベシア）病は、家
畜動物に発熱や貧血などの消耗性疾患を引き起こし、世界で深
刻な経済的被害をもたらしている。しかしながら、いずれの牛
ピロプラズマ病に対しても有効な対策が確立されていない。そ
こで、そのピロプラズマ病に対する制圧法を確立するために、
１）確定診断法の改良と国内外のピロプラズマに関する分子疫
学調査による実態把握、２）タイレリア媒介マダニの同定とマ
ダニ対策の考案、３）タイレリア感染に伴う牛免疫応答の解明
とワクチンの開発、４）バベシアの赤血球侵入機序の解明とワ
クチン標的や治療薬の探索５）ワクチン候補分子の遺伝子多型
とその簡易検出系の確立、６）汚染国に適したオーダーメイド
型サブユニットワクチンの確立などを実施している。 

横山 直明 
TEL：0155-49-5649 
yokoyama@obihiro.ac.jp 

様々な病原体を媒介する節足動物「マダニ」に関する研究を
行っている。マダニの生態を理解するため、主に、１）栄養代
謝（飢餓と飽血）、２）卵形成の分子機構、３）病原体の経発
育期・経卵伝播の分子機序、４）マダニにおける共生細菌の存
在意義に関する研究を進めている。 

白藤 梨可 
TEL：0155-49-5800 
umemiya@obihiro.ac.jp 

バベシア属及びタイレリア属原虫による牛及び馬のピロプ
ラズマ病を中心に研究している。分子生物学、診断、疫学、フ
ィールド調査、国際共同研究を通じて、ピロプラズマ病の理解、
サーベイランス及び防除に取り組んでいる。主な研究内容は、
1）牛及び馬のピロプラズマ病の世界的サーベイランス、2）診
断法の開発、3）新興・未認識のピロプラズマ原虫の解析、4）
バベシア属原虫の培養及び薬剤感受性研究である。 

Thillaiampalam 
Sivakumar 
TEL：0155-49-5938 
siva@obihiro.ac.jp 

先
端
予
防
治
療
学
分
野 

現在もなおトリパノソーマ症対策は早期診断による患者・
患畜の隔離、副作用のつよい薬剤による治療、費用対効果に乏
しいベクターコントロールなどに依存している。我々はこの
ような現状を改善するために、より簡便で安価、かつ正確な診
断法、安全な治療薬やワクチンの開発、疫学調査に基づくリス
ク要因の分析を行っている。また、トリパノソーマの生存戦略
に関する研究では、特にトリパノソーマのベクター体内発育
期特異的な細胞表面分子の同定と機能解析を中心に研究を行
っている。 

井上 昇 
TEL：0155-49-5652 
ircpmi@obihiro.ac.jp 

動物トリパノソーマ症は主に発展途上国で家畜動物に対し
甚大な被害を与えている原虫病である。有用な予防法や安全
な治療薬が存在しないトリパノソーマ症の対策を確立するた
めに、様々な角度からトリパノソーマとトリパノソーマ症に
関する研究を行っている。具体的には１）トリパノソーマ症の
疫学調査や野外流行トリパノソーマ株の確立、2）トリパノソ
ーマ症に対する新規薬剤候補化合物の探索と感染マウスモデ
ルを用いた検証、及び 3）各種トリパノソーマの比較ゲノム・
トランスクリプトーム解析を通じた寄生戦略の解析などの研
究を進めている。 

菅沼 啓輔 
TEL：0155-49-5697 
k.suganuma@obihiro.ac.
jp 
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国際連携協力部門 

 研究内容 担当教員 

地
球
規
模
感
染
症
学
分
野 

地球規模で問題となっている原虫病を対象に、ゲノム改変

技術を基盤とした細胞生物学研究、さらに原虫病の国際疫学

調査を行っている。担当教員は主にバベシア症とマラリアの

研究を行っており、バベシア症では、遺伝子組換え技術の確

立、原虫の赤血球遊出-侵入機構の解明、赤血球修飾機構解明

を推進している。マラリアの研究では、主に偶蹄類に寄生す

るマラリア原虫を対象とした疫学調査を基に、他の病原体と

の混合感染、原虫ゲノムの解析、感染実験を通じた病原性解

析を推進している。 

麻田 正仁 
TEL：0155-49-5647 
masada@obihiro.ac.jp 

原虫病制圧のためには、原虫―病原体媒介節足動物―宿主

間の感染動態に関する知見が不可欠である。そこで、マダニ

等の病原体媒介節足動物を中心に、寄生宿主体内における原

虫伝播の可視化に取り組んでいる。また、国内の原虫感染・

伝播の現状を把握すべく、野鳥を中心とした疫学的解析を実

施する。 

岡島 美鈴 
TEL：0155-49-5739 
mokajima@obihiro.ac.jp 

国
際
獣
疫
分
野 

原虫病研究センターは 2008年５月に、「動物の原虫病に関

する監視と制圧」として原虫病分野では世界で唯一の国際獣

疫事務局（WOAH）のコラボレーティングセンターに認定され

ており、次のような活動を行っている。 

①原虫病に対する新規診断法の開発及び予防法に関する研

究、②原虫病及び媒介節足動物の国内外における疫学調査研

究、③その他、原虫病の診断、予防と制圧に関する国際的共

同研究、技術的助言、国際的評価。 

横山 直明（兼任） 
TEL：0155-49-5649 
yokoyama@obihiro.ac.jp 
 
井上 昇（兼任） 
TEL：0155-49-5652 
ircpmi@obihiro.ac.jp 
 

菅沼 啓輔（兼任） 

TEL：0155-49-5697 
k.suganuma@obihiro.ac.
jp 
 
Thillaiampalam 
Sivakumar（兼任） 
TEL：0155-49-5938 
siva@obihiro.ac.jp 

国
際
協
力
分
野 

原虫病研究センターは国際協力機構（JICA）集団研修なら

びに独自の研修プログラムを通じて、途上国の原虫病対策専

門家を育成している。海外機関及び、これらの専門家と協力

してその国に被害をもたらしている原虫感染症に焦点を絞

り、感染症制圧のための診断・予防・治療法を開発する。 

井上 昇（兼任） 
TEL：0155-49-5652 
ircpmi@obihiro.ac.jp 
 
麻田 正仁（兼任） 
TEL：0155-49-5647 
masada@obihiro.ac.jp 
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WOAH関連共同研究（研修事業） 

研究内容 担当教員 

原虫病研究センターには、馬ピロプラズマ症、牛バベシア症、及

びスーラに関する３つの国際獣疫事務局（WOAH）認定リファレンス

ラボラトリーが設置されており、原虫病の診断支援、診断試料の供

与、研修、教育、コンサルティングなど様々な国際支援を行ってい

る。本 WOAH関連共同研究では、WOAH活動理念に適した原虫病の対

策に関する国際事業を支援する。 

横山 直明 
TEL：0155-49-5649 

yokoyama@obihiro.ac.jp 
 
井上 昇 
TEL：0155-49-5652 
ircpmi@obihiro.ac.jp 

 
Thillaiampalam 
Sivakumar 
TEL：0155-49-5938 
siva@obihiro.ac.jp 

 
申請資格者 

国内外の大学教員、その他研究機関に所属する研究者、これらと同等の研究能力を有する

と認める者で原虫病制圧に向けた研究及び関連領域の研究に従事している者。特に若手研究

者のチャレンジングな研究や多様な研究者の参画を期待していますので、若手研究者、女性

研究者及び外国人研究者の応募を奨励します。なお、大学院生が研究分担者として研究に参

加することは可能ですが、当該学生の指導教員が当該研究の研究代表者であることを要しま

す。また、学部生の研究参加については別途ご相談ください。 

 

研究期間 

採択日（2027年 4月 1日以降）から 1～3年とします。 

 

※ 研究期間が複数年度の場合であっても、毎年度、採否及び採択額を審議・決定いたしま

すので、採択年度以降も継続課題として再度申請書の提出が必要となります。 

※ 前年度採択された研究課題を継続する場合は、申請書（様式 1-1）の新規・継続欄に

「継続（〇年目）」という形式で継続年数を記入してください。なお、同一研究課題による

継続は 3年までとします。 

 

申請方法 

本センターの担当教員と、研究課題、研究計画、必要経費、来所予定期間等について事前

に協議のうえ、共同研究申請書（様式 1-1）を作成し、必ず Word形式で下記メールアドレス

までご提出ください。 

共同研究の実施にあたっては、研究代表者の所属機関の長（または部局長等）の承諾を得

たうえで、共同研究承諾書（様式 1-1 別紙）を併せてご提出ください。また、研究分担者が

いる場合は、各研究分担者についても、それぞれの所属機関の長（または部局長等）の承諾

を得たうえで、共同研究承諾書（様式 1-2）をご提出ください。 

 

※ 承諾書への公印は必須ではありませんが、所属機関の規定等により押印が必要な場合は、

各機関の規定に従ってご対応ください。承諾書は、押印の有無や所属機関の手続に応じ、PDF

等の任意の形式で、メールまたは郵送によりご提出ください。 

 

提出先     

shien@obihiro.ac.jp 研究支援課共同利用・共同研究拠点係 

mailto:shien@obihiro.ac.jp
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申請書提出期限  

2026年 12月 4日（金）必着 

 

採否 

本センター運営委員会の議を経て、センター長が採否を決定し、申請者へ通知します。な

お、審査の結果、採択額が申請額より減額となる場合があります。 

 

申請対象経費 

旅費及び消耗品について、研究に必要な経費を本センターが負担します。一件につき、年

間 50万円を上限に経費の使途と研究内容との関連を明確にした上で計画し、全体の計画の

一部を本研究費で実施する場合には、必ず本共同研究費の占める割合を申請書に明記してくださ

い。 

旅費については、北海道国立大学機構旅費規程に基づき算出し、精算払い（銀行振込）を

原則とします。なお、研究代表者及び研究分担者の勤務先所在地（または居住地）から本セ

ンター間の移動について支給対象となります。ただし、共同研究の成果発表で用務先が本セ

ンター以外になる場合を除きます。 

 本学規定上備品として取り扱う必要があるもの（10万円以上の物品等）については、申請

書に記載いただいても経費の対象となりません。支出対象となるか不明なものを計上される

際は、本センターの担当教員を通じて、申請書作成時に必ず事前にご相談ください。 

 

研究成果報告 

共同研究の代表者は、研究終了後 60日以内に「共同研究報告書」（様式 1-3）の電子ファイ

ルを、申請書提出先宛のメールアドレスへ提出して下さい（公印不要）。また、研究成果の公

開及び共有を目的とした報告会を開催し、研究代表者に発表していただくことがあります。

詳細については別途お知らせいたします。 

 

本研究による成果の発表 

本共同研究による成果を発表する場合は、必ず本共同研究による旨を明記して下さい。 

【和文】 

   帯広畜産大学原虫病研究センター 共同研究費(2027－共同－#） 

 

 【英文】 

Cooperative Research Grant（2027-joint-#）of National Research Center for Protozoan Diseases. 

Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine   

注）#には採択通知による課題番号を記入して下さい。 

 

知的財産の取扱いについて 

本共同研究の実施により生じた知的財産権の取扱いは、北海道国立大学機構職務発明取扱

規程に準じた取扱いをいたします。 
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2．研究集会  
原虫病制圧に向けた研究及び関連領域の研究について、研究者の情報交換、成果発表を目

的とし、本センターと共同で 2027年度中に開催するワークショップ、シンポジウム等を募

集します。開催場所は自由で、他の研究会、学会との共催も含みます。ポスター、看板、要

旨集等に研究集会の主催または共催が本センターである旨明示いただくことを条件としま

す。 

 

申請資格者 

国内外の大学教員、その他研究機関に所属する研究者、これらと同等の研究能力を有する

と認める者で原虫病制圧に向けた研究及び関連領域の研究に従事している者。 

 

申請方法 

本センター外から申請される場合は、研究集会の目的及び計画、その他申請に必要な事項

について本センターの担当教員と事前に協議した上、研究集会申請書（様式 2-1）を作成

し、必ず Word形式で下記メールアドレスまでご提出ください（公印不要）。 

 

提出先     

shien@obihiro.ac.jp 研究支援課共同利用・共同研究拠点係 

 
申請書提出期限 

年度前半に開催予定の研究集会については、2026年 12月 4日（金）までに申請してくだ

さい。年度後半に開催予定の研究集会については、2027年 9月 30日（木）まで随時申請を

受付します。ただし、予算上限に達した時点で受付を終了します。 

なお、採択まで一定の期間を要するため、原則として開催予定日の 3か月前までに申請し

てください。 

 

採否 

本センター運営委員会の議を経て、センター長が採否を決定し、申請者へ通知します。な

お、審査の結果、採択額が申請額より減額となる場合があります。 

 

申請対象経費 

50万円を上限として、旅費、会場費、会議費、印刷費等研究集会に必要な諸費用を本セ

ンターで負担します。 

（１） 旅費については、研究集会に参加するための旅費及び滞在費を北海道国立大学機構

旅費規程に基づき算出し、精算払い（銀行振込）を原則とします。なお、申請者及び

参加予定者の勤務先所在地（または居住地）から開催場所間の移動について支給対象

となります。 

（２） 謝金については、当日の研究集会運営に必要な場合、本学規定に基づき支給いたし

ます。 

（３） 会議費については、昼食代及び懇親会補助は支給いたしません。 

 

研究集会報告書 

申請者は、研究集会終了後 30日以内に「研究集会終了報告書」（様式 2-2）の電子ファイル

を申請書提出先宛のメールアドレスへ提出してください。また、ポスターや要旨集があれば

データまたは現物を提出してください。 

 

mailto:shien@obihiro.ac.jp
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3．施設の利用・技術移転研修  

本センターの施設・設備を必要としており、原虫病制圧に向けた研究及び関連領域の研究

に従事している国内の大学、研究機関等に所属するポスドク又は大学院生を対象に予算の範

囲内において、旅費・滞在費等を支給するとともに、本センター教員が技術移転研修を実施

いたします。 

 

申請資格者 

国内の大学、研究機関に所属するポスドク又は大学院生で、原虫病制圧に向けた研究及び

関連領域の研究に従事している者。 

 

研修期間 

採択日から 2028年 3月 31日までの期間のうち約１週間。 

 

申請方法 

受入れ担当教員との打ち合わせが必要となりますので、１．共同研究の「研究部門及び研

究内容」をご覧いただき、事前に受入れ教員に連絡・相談の上、施設利用・技術移転研修申

請書（様式 3-1）及び略歴書（様式 3－2）の電子ファイルを下記メールアドレスへご提出く

ださい（公印不要）。 

 

提出先     

shien@obihiro.ac.jp 研究支援課共同利用・共同研究拠点係 

 

申請書提出期限 

随時受付いたしますが、予算の都合により受付できない場合があります。 

 

採否 

本センター運営委員会の議を経て、センター長が採否を決定し、申請者へ通知します。な

お、審査の結果、採択額が申請額より減額となる場合があります。 

 

申請対象経費 

旅費、滞在費、技術移転に必要な消耗品費等を本センターで負担します。 

旅費については、北海道国立大学機構旅費規程に基づき算出し、精算払い（銀行振込）を

原則とします。なお、申請者の所属機関所在地（または居住地）から本センター間の移動に

ついて支給対象となります。 

 

＊＊お問い合わせ･申請書提出先＊＊ 

帯広畜産大学 研究支援課共同利用・共同研究拠点係 

【メール】shien@obihiro.ac.jp 

【電 話】0155-49-5312 

【住  所】〒080-8555 北海道帯広市稲田町西２線１１番地 

【U R L 】https://www.obihiro.ac.jp/facility/protozoa/ 
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